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　常呂川・網走川流域には広大な農地やみどり豊かな森林が広がっていますが、近年、台風や大雨・融雪時に農地の
冠水や土壌流亡などの農地被害、斜面崩壊による河川等への土砂流出など、様々な被害が発生しています。
　このような被害から大切な資源を守るために、森林は大きな役割を果たすことが出来ます。

あなたの周りでも起きていませんか！

農地で起きた地すべり 農地表面で見られる土壌流亡

農地周辺にできた巨大ガリー状崩壊

川沿いの農地で生じた渓岸浸食

農地周辺にできた巨大な浸食地

農　地

農業者の方に行ったアンケート結果から見た意識では!?農業者の方に行ったアンケート結果から見た意識では!?

－なぜ崩壊・侵食が起きるのか！－

－畑の崩壊防止の取り組みと林地の必要性－ －河川環境への意識－
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アンケート結果から～　多くの農家の方が畑の崩れを防ぐために心土破砕や
　プラウ溝切りなどを行っています。また、畑の崩れを防ぐために59%の農家の
　方が林地が必要と考えています。

※平成16年６月、河岸段丘斜面林保全対策促進協議会実施のアンケート調査より（対象者：訓子府町在住の農業者）※平成16年６月、河岸段丘斜面林保全対策促進協議会実施のアンケート調査より（対象者：訓子府町在住の農業者）

アンケート結果から～　河川汚濁については、
　91%の人か感心を持っており、86%の人が畑の
　土が関係していると考えています。

○斜面において侵食を起こす要因として考えられること

－緩衝林帯を作ることで－

－対処の考え方－

・地表面が固い斜面では、雨や融雪水が地中にしみこむ量が
減少するために、地表面や浅い土壌内を水が流れることが
あります。この流れが集中すると、地表面に溝状の侵食が
生じたり、土壌中にパイプ状の侵食ができることがあります。

○斜面において崩壊を起こす要因として考えられること

　河岸段丘面や丘陵平坦地に農地がある場合、河川などの水際のみならず段丘
肩に木を植えることで緩衝帯を確保して、濁水の流入や崩壊を防止することが
出来ます。

緩衝林帯～　農地の利用状況に応じて、
　　できるだけゆとりをもたせた林帯幅が
　　望ましい。
河畔緩衝林帯～　地形や傾斜などにより
　　異なるが、適正幅として20ｍ以上を確
　　保した方が望ましい。
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←河畔緩衝林帯→
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渓畔林による濁水の浸透、濾過
根の緊縛効果による斜面の安定化

農地の縁にも新たに植栽

農地そのものの浸透性を高める

可能であれば、
農地の移転や用途転換

別の場所へ

植生によって土砂が捕捉される

土の中に浸透する
ことで土砂が濾過
される

水の浸透と土砂の堆積 濁水の流入

・一般に、豪雨や地震をきっかけとして地すべりや表層土壌が
崩れ落ちることがあります。
また、斜面上部から水が集
中して流れ込むと、斜面が
溝状に掘られ、これが拡大
していく過程で大きな崩壊
に繋がることがあります。

適度な下草

（20ｍ以上）

段丘斜面

渓　岸


